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研究成果の概要：外国人日本語学習者のアクセントは、無意識のうちに上達する場合が多い。

本研究では、日本語母語話者及び日本語学習者について、二つのアクセント型による 3 音節無

意味語を無意識に聞いた時の脳内処理を検討した。その結果、アクセントの型の違いによって

脳の反応は異なり、その差は発話末における声の高さ下降に由来するものと考えられる。しか

し、日本語母語話者と日本語学習者間での差は小さく、本研究で用いた無意味語については、

母語の違いの影響は少ないものと考えられる。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 2,300,000 0 2,300,000 
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１．研究開始当初の背景 

外国人日本語学習者によるアクセント習
得過程には、意識的な学習もあるが、それよ
りむしろ、日本語全般の学習が進むにつれて、
アクセントが無意識の状態で学習され習得
に近づくことが多い。第二言語習得理論によ
ると、一度正しいアクセントを使っても、そ
れは習得を意味するわけではなく、正しいア
クセントと誤りのアクセントの産出を繰り
返しながら、正しさを増して行くと考えられ
る（山田、1994、1999、2007）。しかし、山

田の仮説では、無意識の状態での学習や注意
について説明することはむずかしい。無意識
の学習や習得は、日本語アクセント研究のみ
ならず、第二言語習得研究において検討すべ
き課題とされてきている。 

神経生理学の研究領域においては、脳波の
一種である事象関連電位（ERP）の一成分で
ある Mismatch Negativity（MMN）により、無
意識の状態での言語音知覚を判定すること
が可能であると言われている（Näätänen et 
al. 1978）。 



しかし、アクセント型による脳の反応につ
いては、日本語の場合、意識的な処理につい
ての実験が中心であり（城生 1996 等）、無意
識の状態については Inouchi et al（2002, 
2003）が検討しているのみであり、しかも彼
らの検討では言語音としての反応は捉えら
れず、音に留まっている。 
 
２．研究の目的 

本研究では、学習者がはたして無意識の状
態で、聴覚による日本語アクセントの型を処
理するかどうか、更に型の違いによって処理
のしかたは異なるか、また、日本語学習者と
母語話者の間の処理の仕方に違いはあるか
について、脳の反応を MMN を用いて調査、分
析することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 調査対象者：9 名（男５名、女４名）の
日本語を母語とする東京方言話者、および 9
名（男 4名、女 5名）の上級レベルの日本語
を勉強した中国語母語話者の計 18 名（全員
右利き）の日本在住大学生および大学院生を
調査対象者とし、全員に実験の趣旨を説明し
同意を得た。 
 
(2) 刺激音および刺激音呈示：刺激音は 2種
類で、どちらも東京方言日本語母語話者の女
性の声、すなわち自然音である。 
 
 

①LHH: papapa （平板型） 

 

   ② LHL: papa’pa （中高型） 

 

図１：刺激の音声波形とピッチ曲線 
LHH も LHL も第 3 モーラはモーラ内でのピッチの

下降が認められる。また、LHL の第 3 モーラ末は
第１モーラよりピッチが低くなっている。 
 
図１の①および②に示したとおり、刺激音は
日本語のアクセント型による３モーラの無
意味語で、それぞれ長さは 500 ミリ秒、音圧
は最大 65dB である。 
① LHH：/papapa/と発音されたアクセントの 
 無い低高高の平板型 

② LHL：/papa’pa/と発音され、２モーラ 
目にアクセントがある低高低の中高型 

対象者は、防音室でリラックスした状態で音
声の無いアニメのビデオを見、その間聞こえ
る刺激音は無視してビデオに注意を集中す
るように求められた。これは、無意識に刺激
音を聞く状態を設定するためである。2 種類
の刺激音は、以下の 2つの条件でそれぞれラ
ンダムな順で提示された。 
＜条件１：LHH 低頻度＞LHH /papapa/（低頻
度刺激）100 回＋LHL /papa’pa/（高頻度
刺激）400 回で計 500 回（刺激間インター
バル：ISI＝500ms） 

＜条件２：LHL 低頻度＞LHL /papa’pa/（低 
頻度刺激）100 回＋LHH /papapa/（高頻 
度刺激）400 回で計 500 回（ISI＝500ms） 
調査対象者に電極キャップを装着し、国際

10／20 法に基づいて F3、Fz、F4、C3、Cz、
C4、P3、Pz、P4 の 9 部位から、左右両側耳
朶を基準電極として脳の電気的活動を導出
した。左外目角および眉毛上下の電極から眼
球運動を検出した(図 2、3)。        

  

図２：電極の位置と名称      

   

図３：電極キャップの装着 

 
(3) アーティファクト除去および加算平
均：眼球運動の振幅が±80µV を超えるものは
アーティファクトとして除去し、加算平均を
求めた。 

鼻

F3 Fz F4 

C3 Cz C4 

P3 Pz P4 
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＜日本語学習者＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜日本語母語話者＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4：日本語学習者、日本語母語話者の脳波 
F３、Fz の部位（図１参照）における ERP：高頻度

刺激に対する反応の振幅（黒細線）、低頻度刺
激に対する反応の振幅（赤太線）、および MMN：
低頻度刺激に対する反応の振幅から高頻度刺
激に対する反応の振幅を引き算したもの（青太
線）である。 ERP および MMN 共に上方向が陰性
である。学習者および母語話者共に、100‐
200ms において MMN の振幅は条件 1 の方が条
件 2 より大きい。 
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(4) MMN （mismatch negativity）：MMN は、
高頻度の刺激系列中に時々出現する低頻度
刺激によって脳内神経細胞が刺激音の変化、
たとえば、刺激音の頻度、長さ、音圧、また
は音素等の変化を検知したときに出現する
陰性電位である。これは刺激に注意を向けて
いない時（無意識の状態）でも得られ、先行
する高頻度刺激の記憶痕跡と新たに入力さ
れた低頻度刺激の違いを検知する脳機能を
反映しているとされる。MMN は低頻度刺激に
対する反応の振幅（図４では上向き）から高
頻度刺激に対する反応の振幅（上向き）を引
き算したものである。 
 
(5) 分析：刺激音 LHH および LHL はどちら
も初めの 2 モーラ LH はピッチが上昇してい
る。しかし、第 3モーラでは LHH は前のモー
ラからの上がり下がりがないが、LHL は前の
モーラから下降している（図１）。そこで、
本稿では刺激音の第 3モーラに対する脳の反
応を中心に分析した。総加算平均された学習
者、母語話者の低頻度および高頻度刺激に対
する脳波の刺激呈示前 100ms から呈示後
400ms を分析区間とした。MMN は各対象者群
とも第３モーラ開始後 100ms から 200ms の区
間に認められた。 
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MMN 波形の平均振幅に関する 3 要因（群：
学習者と母語話者、条件：条件 1と 2、部位：
頭皮上の 9部位）分散分析を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 行動実験：刺激音 LHH および LHL 聴取
についての行動実験をした結果、全対象者が
98.8%以上の正しさを示し、両刺激音を聞き
分けられることが確認された。 
 
(2) MMN の結果： MMN 成分は、学習者、母
語話者の双方とも、条件１（LHH 低頻度）で
は明瞭に現れているが、条件２（LHL 低頻度）
では、ほとんど出現が認められない。分散分
析の結果、刺激音第 3 音節目の呈示後
100-124ms において、条件と部位の間の交互
作用が有意であった（F[8, 128]= 3.37, p < 
0.05）。 下位検定の結果、Fz (F[1, 17] = 
5.56, p < 0.05) および F3 (F[1, 17] = 6.67, 
p < 0.05)の 2 部位において条件 1 の MMN と
条件 2の MMN の間で有意差が認められた。し



かし、群間に有意差は認められなかった。 
 
(3) 主な成果 
①アクセントの無意識処理について：Fzおよ
びF3 において条件１より条件２が統計的に
有意で大きかったことから、アクセント型の
違いは無意識処理により検出されているも
のと思われる。 
②アクセント型の差が無意識処理に及ぼす
影響：対象者の母語の違いにかかわらず、条
件 2 に比べ、条件 1（LHH 低頻度）の MMN 平
均振幅が有意に大きい結果となった（図４）。
条件 1および条件 2とも同じ刺激音が頻度を
入れ替えて使用されているため、条件間での
ＭＭＮ平均振幅の差は、それぞれの刺激音の
アクセント型の違いに由来するものと考え
られる。 
発話のピッチパタンについては、一語文を

含む発話末のピッチ下降現象が一般によく
知られている。藤崎、須藤（1971）によると、
アクセント型のピッチは、二つの成分の和と
して成り立っている。すなわち、発話開始で
上昇したのち発話末に向かうなだらかな下
降成分と、アクセント型に対応した上昇後の
下降成分であり、それらは日本語のみならず
中国語、英語その他の多くの言語に見られる
自然な現象である。本研究で用いられた刺激
音の第 3 モーラについては、LHH ではモーラ
内でわずかに下降しているのに対し、LHL で
は第 2モーラにアクセント核があるため、語
末の第 3モーラの下降は著しい（図 1）。従っ
て、ほとんどピッチが下降しない LHH は LHL
に比べ不自然と感じられ、そのような不自然
さは条件１において、刺激音 LHH が低頻度で
呈示された際により顕著となることが予想
される。条件１において MMN 平均振幅が増大
した背景には、このような言語音としてのア
クセント型の違いが聴覚的な自動処理に反
映されていたことが示唆された。 
③対象者の母語の差が無意識処理に及ぼす
影響：日本語学習者および母語話者いずれの
群においてもアクセント型の違いによる MMN
が認められたものの、その平均振幅において
両群間で差は認められなかった。日本語も中
国語も共にピッチアクセントであるが、日本
語のアクセント単位は語であるのに対して
中国語のそれは音節であるという違いがあ
る。しかし、刺激音はいずれの被験者群とも
初めて出会った無意味語であり、言語音知
覚・産出の経験差による影響は無いと考えて
よいだろう。従って、母語が異なっていても、
アクセント型が異なる無意味語の自動処理
に大きな違いはないものと考えられる。 
 
(4) 成果の位置づけと今後の展望：結論と
して、脳においては、日本語アクセントは無
意識に処理されているが、処理はアクセント

型によって異なり、その要因はアクセント型
へのピッチ下降現象の関与の程度の違いに
あるという示唆を得た。 
以上の脳における無意識のアクセント処

理に関する実験および結論はこれまでに得
られなかった新しい研究成果である。 
しかし、対象者の母語の影響は、本研究で

は無意味語を使ったため認められなかった。
今後の課題として、有意味語による実験によ
りこの問題の解決が必要であると考えられ
る。 
また、今後この結果の妥当性の検証と共に 

今回扱われなかったアクセント型について
も調査を試みる必要があるであろう。 
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